
タイでのスマート農業の実証・事業展開に関心のある企業を支援します
― 令和３年度海外農業・貿易投資環境調査分析委託事業

（みどりの食料システム戦略の取組モデルの実践：タイにおけるスマート農業の実証事業）―

事業目的
• タイにおける日本企業のスマート農業技術の実証・事業展開への支援を通し、タイでの実証・事業展開の有効性や課題・障
壁・解決方法を明らかにすることにより、日本のスマート農業技術の海外展開を促進し、タイの農業の課題解決につなげること

事業実施
期間

• 今年度：2021年10月下旬～2022年3月
• 来年度：2022年4月～ 2023年3月（予定）

応募対象
企業

• タイでのスマート農業の実証や事業展開を検討している国内法人

事業内容

• 参加企業が検討しているタイでのスマート農業の実証内容や事業展開の戦略・構想及び要望事項を日タイ両国の官民が参
加した日タイ政府間協議（ワークショップ）で発表。今後の展開に向けた課題などについて官民を交えて議論を実施

• 日タイ政府間協議（ワークショップ）での発表に対するタイ政府からのフィードバックを受け、参加企業は今後の実証や事業展
開等の検討を実施。検討結果に基づき、日タイ両政府が各種支援を実施（実証圃場の調整等）

• 企業が要望する場合、タイ現地農家・企業等を対象とした普及支援説明会を開催

事業スケジュール（現時点想定）

公募開始

10月中旬

R３年度

参加企業

選考・決定

10月下旬

日タイ政府間協議
（ワークショップ）
11月～

実証・事業展開の検討及び検討結果に基づく各種支援実施、
普及支援説明会の開催
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本事業に参加するメリット（支援内容）
― 令和３年度海外農業・貿易投資環境調査分析委託事業

（みどりの食料システム戦略の取組モデルの実践：タイにおけるスマート農業の実証事業）―

• タイ政府に適切な圃場を相談することができる

• タイ政府に適切なパートナーを相談することができる

• 日タイ政府間協議においてタイ政府に実証・事業展開案や要望事
項を説明・協議し、フィードバックを受けることで、自社のスマート農業
技術のタイにおける実証・事業展開の実現可能性に関する情報を得
ることができる

情報収集・
ニーズの把握

本事業に参加するメリット（支援内容）タイでの実証・事業展開において想定される課題

実証を行いたいが、適切な実証圃場の確保が難
しい

自社のスマート農業技術がタイにおいて実証を行
う意義があるか、売れる見込みがあるかがわから
ない。あるいは、実証・事業展開において何かしら
の障壁がある

実証を行いたいが、適切な実証のパートナー（農
家、研究機関等）の探索が難しい

実
証
検
討

実
証
実
施

事業展開の際に組むべき適切な現地パートナー
の探索が難しい

事
業
化

• 普及支援説明会等、現地パートナー候補と接点を持つ機会を得るこ
とができる

自社のスマート農業技術を現地農家や現地企業
、タイ政府に見せてプロモーションをする場を設け
ることが難しい

• 日タイ政府間協議や普及支援説明会等のプロモーションの場を得る
ことができる

• また、タイ政府と接点が生まれることにより、将来的に本事業以外でも
プロモーションの場を得られる可能性が生まれる

実証圃場の
確保

ニーズの把
握等の情報
収集

実証パートナ
ーの確保

事業展開の
パートナー候
補の確保

プロモーショ
ンの場の確
保

［お問い合わせ先］株式会社クニエ（運営事業者）
鈴木 Tel: 090-1650-4708 | Mail: suzukimc@qunie.com
髙松 Tel: 070-3935-2652 | Mail: takamatsud@qunie.com 2
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